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平成 20年度喜安記念業績賞紹介

　このたびはこのような栄えある賞をいただき大変光栄
であり，あらためて身の引き締まる思いがする．ホーム
ページ・リーダーを開発してからすでに干支一回りの時
間が経過した．この間にWebが人々の生活にとってな
くてはならない存在へと成長したことは言うまでもない．
しかし新聞，教科書，郵便物といった印刷文字を読むこ
とのできない視覚障害者にとって，音声読み上げ技術で
即座にアクセスできる膨大なWeb上の情報やサービス
が社会参加のための「必須の道具」としてその重要性をい
まだに増し続けていることは想像に難くないであろう．
　受賞者の 1人である浅川が初めてWebの情報に触れ
た 1995年には，まだ単純にテキスト情報を読み上げる
ソフトウェアしか存在しておらず，ごく一部の情報にし
かアクセスすることができなかった．しかし，その向こ
うに広がる膨大な情報源という可能性は明確に感じるこ
とができた．そこからWebという新たなハイパーテキ
スト情報に対する音声アクセスの研究がスタートし，ハ
イパーテキストリンクの音声表現や表構造のナビゲーシ
ョン方法などを実現することで 1997年には製品化にま
でこぎつけることができた．反響は非常に大きく，多く
の視覚障害者ユーザから喜びの声が寄せられたことは研
究チームにとって大きな励みになった．
　思い返せばその後の研究開発はそのようなユーザの声
を伝えるための技術群を生み出す作業であった．トラン
スコーディングでは使い勝手の悪いページを自動的に変
換・向上する技術に取り組んだ．aDesignerでは，視覚
障害者にとってのユーザビリティの善し悪しを視覚的に
表現することで，健常者であるWeb開発者に伝える技
術に取り組んだ．またこれらの技術が広く社会基盤とし
て利用できるようにオープンソース化にも取り組んでき
た．また，世界的に大きなうねりとなりつつあるWeb
アクセシビリティ普及活動，とくに標準化や法制化にも

微力ながら技術的側面から貢献するよう努力してきた．
　今，Webアクセシビリティは大きな変革期にある．
ネットワーク回線や端末の向上とともに視覚的にダイナ
ミックなコンテンツが主流になりつつある．社会的には，
先進国における高齢者や発展途上国における非識字者へ
の情報提供が重要な課題となりつつある．このような新
しい時代の到来に向けて，この賞をひとつの節目として，
今後も研究開発を進めていきたい．最後にこれまでご協
力いただいたユーザの方々，ボランティアの方々，標準
化やオープンソースでご協力いただいた方々，そして研
究を支えてくれた IBMリサーチの同僚への感謝の言葉
で本稿の締めとさせていただきたい．
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